
 

テストが終わり、いよいよ宿泊学習だ。 
5月 30 日（水）の 6 時間目から CEO

（Communicate with Each Other・宿泊学習

実行委員会）を中心に取り組みを始めてきました。

総務はクラスでの取り組みに向けて、放課後に自

分たちの時間を使いながら計画を立ててきました。

なかなかスムーズに進まない場面もありましたが、

クラスの仲間や CEO メンバーに支えられながら

ここまでよくがんばってきてくれました。本番ま

でもう少し！！最後までやりきろう！！ 

 もうひとつの CEO であるレク担当。当日に向けては今週が一番忙しくなります。レクのメンバーも 

放課後に会議を開き『どうすれば学年が盛り上がれるのか』、『みんなが楽しめるのか』、『そのために自分

たちは何を考えなければいけないのか』話し合いをしながら準備を進めています。 

この１週間が勝負。レク担当のみんな頑張ってくださいね！！ 

 

どんな宿泊にしたい？ 
一番最初にこのようなテーマでアンケートを取ったことを覚えていますか？ 

一人一人が『どんな宿泊にしたいのか』をじっくりと考えてくれました。もう一度紹介します。 

（１）７３期生のメンバーとして、この宿泊をどのような宿泊にしたいですか？思いを書いてください。 

・トラブルのない、最高の思い出になるような、後悔のない、とにかく楽しい宿泊学習！ 

・宿泊学習の３つの掟だけじゃなく、みんなで楽しんで良い思い出になるように、悔いの残らないように 

 全力で楽しみたいです！！ 

・１回しかない宿泊だから、仲良く、楽しく、協力し合って、人に迷惑をかけないように楽しみたい！ 

・７３期生最高やん！ってなる宿泊にしたい。 

・誰かだけが楽しんでいるとか、実行委員会がしっかりしないといけないとか、そういうのじゃなくて、

１４４人全員が楽しめて宿泊が終わったら「めっちゃ楽しかった！」などの声があがるようにしたい！ 

・この宿泊をきっかけに、クラスだけじゃなくて、学年全体の仲が深まったらいいなと思う。 

みんなの思いが伝わった！！ 
トラブルのない、人に迷惑をかけない、最高の思い出になるように、みんなで楽しむ 

７３期生最高やん、学年全体の仲が深まったらいいと思う。 

みんなが目指したい宿泊学習の姿がしっかりと伝わってきた。ぜひ、きみたちの思い描く宿泊学習に 

していってほしい。君たちの力で作り上げていってほしい。 

その目標を実現するためには・・・ 
そんな思いを形にして、君たちが立てた目標を実現するためにもう一度しっかりと今の学年の状況に 

目を向ける必要があるのではないだろうか。 

１年生の頃から続いている『自分のものが無くなる。』『置いたはずの場所から変わっている。』という 

この学年の大きな課題。この状況は絶対に変えていかなければならない。そのために学年集会を開いて 

自己管理に対しての意識の向上や学校生活の多くを過ごす教室の環境整備から始めようということで 

ロッカー整理もやってきた。そのおかげで教室の環境は整備され、物が無くなることも減ってきた。 

でも、まだ完全には変わっていない。まだ課題は残っている。 

本当にこの状況のままで宿泊学習を迎えてみんなが満足できる宿泊になるのだろうか 

不安を胸に持ったまま宿泊学習にのぞまなければいけない仲間はいないのだろうか。 

その仲間は本当に心から楽しめるのだろうか。 

自由時間には部屋を行き来して学校とは違う場所で友達との時間を楽しんでほしいと思っている。 

本当にその姿が見られるのだろうか。 

７３期生の仲間として、心からの笑顔が見られるのだろうか。 

 

今ある７３期生の課題。 

宿泊学習を楽しむためだけに考えてほしいのではない。 

これからも続く学校生活を楽しむために考えてほしい。 

宿泊学習の目標には『みんな』という言葉が入っている。 

 

みんなが心から楽しめる。みんなが心から安心できる。 

この課題を解決するためにもう一度みんなで考えていきたい。 
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